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クリティカル・リーディングⅠ(初級) 宮崎　ひろ美

Critical ReadingⅠ 　

1 前期 水曜･２時限 ＬⅠ《４》

共通教育５５講義室 実習

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
大学ＤＰ

学士の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力 大学での学修の土台となるAcademic Skillsを使えるようになる。⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

多文化協働

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 Critical ReadingⅠでは、専門課程での学術探究に寄与するAcademic Skills ( Critical Reading & 
Critical Thinking ) の向上を目指し、多様な内容・スタイルのアカデミックな英語をクリティカルに読
み、自分の意見や考えを批評的に述べる力を育成する。
様々なジャンルの英文（雑誌・新聞、文学作品、映像作品のスクリプト、討論、講義、講演等）の内容
や意図を正確に把握し、分析・解釈・評価等を行うことにより、アカデミックな英文をクリティカルに
読み解く姿勢を身につけていく。その際、クリティカルな読解力・思考力の育成に配慮した教材を用い
て、分析、解釈、評価などのスキルが身につくよう工夫する。

（Critical Readingとは、単に文章を訳し理解する受動的な読解のことではなく、より積極的に文章の内
容や意図を吟味し、分析・解釈・評価する読解のことを意味する。）

(5)授業のキーワ
ード

Critical Reading　　Critical Thinking

(6)授業計画 ＊初回授業から教科書を使用します。
第１回　ガイダンス, Chapter 1: Animals in Zoos (1)
第２回　Chapter 1: Animals in Zoos (2)
第３回　Chapter 2: Security Cameras (1)
第４回　Chapter 2: Security Cameras (2)
第５回　Chapter 3: Can Customer Service Go Too Far? (1)
第６回　Chapter 3: Can Customer Service Go Too Far? (2)
第７回　Chapter 4: Digital Manuals, Catalogs, and Textbooks (1)
第８回　Chapter 4: Digital Manuals, Catalogs, and Textbooks (2)
第９回　Chapter 5: Womenomics (1)
第10回　Chapter 5: Womenomics (2)
第11回　Chapter 6: Extreme Sports (1)
第12回　Chapter 6: Extreme Sports (2)
第13回　Chapter 7: Casinos and Gambling (1)
第14回　Chapter 7: Casinos and Gambling (2)
第15回　Chapters 1～7 (まとめ)
第16回　期末試験

(7)成績評価の方
法

① グループでの取り組み 20％
② 課題（意見パラグラフ） 30％
③ 期末試験 50％

(8)成績評価の基
準

授業で解説した内容と同レベルの問題が
60%以上解ければ「合格水準にある(可)」
70%以上解ければ「合格水準よりやや上にある(良)」
80%以上解ければ「合格水準よりかなり上にある(優)」
90%以上解ければ「卓越している(秀)」
とみなす。

(9)事前事後学習
の内容

・この授業は1単位のため、15時間以上の授業時間外学習を必要とします。
・事前学習：音読する。知らない語句があれば辞書で確認する。
・事後学習：自分のアイディア（賛成か反対か）をまとめて、意見文を作る準備をする。

(10)履修上の注意 ・座席表に基づいて教員が出欠登録をするので、各自で確認してください。間違っている場合は、翌週
の授業までに連絡すること。
・遅刻は30分までとします（遅刻三回で欠席一回）。

(11)質問,相談へ
の対応

・授業の前後や昼休みに非常勤控室に来ること（水木のみ）。
・メールでの対応可。メールアドレスは eALPSコース画面に掲載します。

(12)授業への出席 ・全ての回に出席することを基本とします。
・授業を4回以上欠席した場合、この授業の達成目標に到達することができないため、成績評価の対象外
（評点は0点）となります。
・感染症報告システムに登録し「出席停止」と判断され、授業に出席できなかった場合は欠席とはみな
しません。



(12)授業への出席 ・「学修の補充の対象とする事由」（『共通教育履修案内』参照）により、授業に出席できなかった場
合は欠席とします。

(13)授業に出席で
きない場合の学
修の補充

・「出席停止」により授業に出席できなかった場合は、健康安全センターからのメールを担当教員に転
送して、学修の補充に関する指示を受けてください（『共通教育履修案内』参照）。
・「出席停止」ではなく「学修の補充の対象とする事由」（『共通教育履修案内』参照）により出席で
きず，補充を希望する場合は，所定の方法（『共通教育履修案内』参照）により，共通教育窓口で申請
してください。（この場合は、出席扱いにはなりません。）

【教科書】 Jewel Mark著, Taking Sides: Opinions For and Against, 978-4-255-15593-7, 朝日出版社, 1900円

【参考書】 指定しない。


